
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

ルクス・ルエナ

ウロボロス
ウロボロス

レネゲイドビーイングD

多分16

忘却

感情の欠落

吸血

過酷な環境

情報屋

男

49

腐れ縁

2
2
4
0

0
0
0
1

0
0
1
0

2
2
5
1

29
9
9
14
28

1 1
1 1

UGN 1

常夜の粗餐
暗色の焦熱
濫妨の焔

　　
ＲＣ
ＲＣ

4r
5r+11
5r+11

3+2ｄ10
15+2ｄ10

背徳の理／巨人の影
C：ウロボロス／飢えし影

C：ウロボロス／飢えし影／原初の赤：災厄の炎

0 0

対抗種／自身
シン

家族のみんな

有為
幸福感
幸福感

嫌気
罪悪感
恐怖

コネ：情報屋
コネ：噂好きの友人

2

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト：ウロボロス

オリジン：レジェンド

ヒューマンズネイバー

巨人の影

背徳の理

原初の赤：災厄の炎

飢えし影

果てなき円環

原初の赤：インスピレーション

尾を喰らう蛇

原初の紫：縮地

傍らの影法師

まだらの紐

★

0

2

5

1

1

2

5

1

1

1

1

1

★

★

-

1d10

2

2

基+5

3

3

4+1

1

基+3

2+1

4

2+1

1

オート

気絶時

メジャー

マイナー

常時

オート

オート

メジャー

メジャー

常時

メジャー

セットアップ

オート

メジャー

メジャー

視界

-

至近

至近

至近

至近

至近

視界

至近

至近

至近

至近

至近

視界

シーン

自身

自身

自身

自身

自身

範囲（選択）

自身

自身

自身

自身

自身

※

自動

自動

自動

自動

自動

自動

対決

対決

自動

自動

自動

自動

※

※

-

↓100

RB

RB

ピュア

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv（下限値7）

シーン中に行う精神を使用した判定の達成値+Lv*2

衝動判定のD+Lv

オーヴァードに１点でもダメージを与えた際に使用　取得しているエフェクトをひとつ選択　シーン中選択したエフェクトレベル+2

オーヴァードに1点でもダメージを与えた際に使用　シーン中のウロボロスのエフェクトを使用した判定D+Lv*2

攻撃力+Lv*3の射撃攻撃　組み合わせた攻撃の対象と射程変更不可

攻撃力+Lv+2の射撃攻撃

原初のうちひとつを重複して取得できる　侵蝕率Bナシ

組み合わせ不可　GMに直接質問できる　回答を拒否された場合はカウントしない

1D点のHPを失う　オーヴァードに1点でもダメージを与えた際に使用と書かれたエフェクトひとつを使用できる

戦闘移動か全力移動を行う直前に使用　シーンの任意の場所に移動できる　離脱可

自分の影を立体化させる　エクストラ扱い　元の平面的な影に戻すにはオートアクションを使用

影に知覚能力を持たせる　あらゆる隙間に入り込むことが可能

「……ルクス。よろしく。」
「特別が辛いこと、痛いことなら、俺は普通でありたい。いや――普通がいいんだ。」
「家族みんなで暮らせるなら…他に望みはない、かな。」

一人称・俺　二人称・君　三人称・基本呼び捨て

大人しく、口数は少なめではあるものの行動力に富んでいる。
積極的で少々向こう見ずな男の子。
一見穏やかそうなのだが、怒りの感情が欠落しているためにそう見えるだけなのかもしれない。

出生の記憶が一切なく、気が付いたころには暗く寒い無機質な空間に閉じ込められていた。
何かの実験体としてどこかの研究所で生活をしていたとみられる。
生命が生きるには過酷な環境に放りこまれ、厳しい実験を強いられてきた。
心が崩壊してもおかしくない生活だったが、苦楽を共にした子どもがいた。
どんなに苦しいことがあっても彼がいるのなら頑張れた――はずだった。

それからしばらく。彼は大事な人を置いて研究所から脱走する。
身寄りもなくさまよっていたところ、テレーズ・ブルムと使用人の蓮華に拾われてブルム家の養子となった。
心身を療養し、外の世界を知ってからは片割れと再会するために尽力するようになる。
……のだが、いまだ成果は出ず時間だけが過ぎていく。
強い後悔と罪悪感を抱えて、今日も外の世界を歩く。
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